
「つくばＳＤ２号」栽培のポイント

● 5月20日頃に植え、確実に「コシヒカリ」と収穫期を分散する

● 出穂期まで葉色4.2（砂壌土は4.5）を下回らないようにする

● いもち病・紋枯病の発生に注意し、基本防除を徹底する

● いもち病・紋枯病・カメムシの多発時には随時防除を行う

「つくばＳＤ２号」収穫調製のポイント

● 刈遅れによる胴割米の発生を避ける

● 1.85mmのふるい目で収量向上を図る

35本(60株植)、30本(70株植)

浅　水　管　理 落水を急がない
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「つくばＳＤ２号」 移植栽培こよみ
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施用量(kg/10a)土 壌 区 分

本
田
基
本
防
除

随
時

10a当たり収量

壌土

　
㎜
の
ふ
る
い
目
で
選
別
す
る
。

土
づ
く
り

4kg

100～150L

カメムシ類
ウンカ類

傾穂期

 　月　　日～ 　月　　日  　月　　日～ 　月　　日
栽
 

培
 

記
 

録

土づくり

育
苗
期

種子消毒
本田管理

 　月　　日～ 　月　　日

病害虫防除

　　　　　　　kg/10a　 　 　月　　　 　日 　　　　　　　mℓ/ 箱モミガードC水和剤 　 　 　月　　　 　日
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　 　 　月　　　 　日 　　　　　　　50g/ 箱
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苗箱施薬

無効分げつ

※肥料・農薬名は農協の推奨品目です

あおば農業協同組合
各地区農業技術者協議会

出穂後の湛水管理に備え田面を固める 出穂後20日間は十分な湛水状態を保つ

25
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カメムシ防除には穂揃期と
傾穂期の殺虫剤散布が

不可欠です。
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※基肥量は地力や堆肥の施用量に応じて
加減しましょう。


